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【手続補正書】
【提出日】令和1年7月29日(2019.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　視標光束を被検眼に向けて投影する投光光学系の光路中であって、前記視標光束の光学
特性を変化する矯正光学系と、を有し、前記被検眼の光学特性を自覚的に測定する自覚式
測定手段を備え、被検眼の光学特性を自覚的に測定する自覚式検眼装置であって、
　被検眼の眼底に測定光を出射し、その反射光を受光する測定光学系を有し、前記被検眼
の光学特性を他覚的に測定する他覚式測定手段と、
　前記自覚式測定手段によって前記被検眼の光学特性の自覚的な測定を開始した後、前記
他覚式測定手段によって前記被検眼の光学特性を他覚的に測定して前記被検眼の光学特性
を取得する制御手段と、
　前記制御手段によって他覚的に測定された前記被検眼の光学特性を、前記自覚測定手段
によって前記被検眼の光学特性を自覚的に測定する際の前記矯正光学系の初期値として設
定する初期値設定手段と、
　を備えることを特徴とする自覚式検眼装置。
【請求項２】
　請求項１の自覚式検眼装置において、
　前記初期値設定手段は、前記他覚式測定手段によって他覚的に測定された前記被検眼の
光学特性を、前記他覚式測定手段による他覚的な測定を開始する前に前記自覚式測定手段
によって実施されていた前記被検眼の光学特性の自覚的な測定における前記矯正光学系の
初期値として設定することを特徴とする自覚式検眼装置。
【請求項３】
　請求項１の自覚式検眼装置において、
　前記制御手段は、前記自覚式測定手段によって前記被検眼の光学特性を自覚的に測定す
る第１自覚式測定を実行した後、再度、前記自覚式測定手段によって前記被検眼の光学特
性を自覚的に測定する第２自覚式測定を実行する制御手段であって、前記第１自覚式測定
を開始した後、前記他覚式測定手段によって前記被検眼の光学特性を他覚的に測定し、
　前記初期値設定手段は、前記他覚式測定手段によって他覚的に測定された前記被検眼の
光学特性を、前記第２自覚式測定の初期値として設定することを特徴とする自覚式検眼装
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置。
【請求項４】
　請求項３の自覚式検眼装置において、
　前記第１自覚式測定は、前記矯正光学系によって前記視標光束の光学特性を変化させな
い無矯正状態にて、被検眼の光学特性を自覚的に測定する自覚式測定であって、
　前記第２自覚式測定は、前記矯正光学系によって前記視標光束の光学特性を変化させて
被検眼の光学特性を自覚的に測定する自覚式測定であることを特徴とする自覚式検査装置
。
【請求項５】
　視標光束を被検眼に向けて投影する投光光学系の光路中であって、前記視標光束の光学
特性を変化する矯正光学系と、を有し、前記被検眼の光学特性を自覚的に測定する自覚式
測定手段と、被検眼の眼底に測定光を出射し、その反射光を受光する測定光学系を有し、
前記被検眼の光学特性を他覚的に測定する他覚式測定手段と、を備え、被検眼の光学特性
を自覚的に測定する自覚式検眼装置において用いられる自覚式検眼プログラムであって、
前記自覚式検眼装置のプロセッサによって実行されることで、
　前記自覚式測定手段によって前記被検眼の光学特性の自覚的な測定を開始した後、前記
他覚式測定手段によって前記被検眼の光学特性を他覚的に測定して前記被検眼の光学特性
を取得する制御ステップと、
　前記制御ステップによって取得された他覚的に測定された前記被検眼の光学特性を、前
記自覚測定手段によって前記被検眼の光学特性を自覚的に測定する際の前記矯正光学系の
初期値として設定する初期値設定ステップと、
　を前記自覚式検眼装置に実行させることを特徴とする自覚式検眼プログラム。
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